
村
田　
耕
一

公
明

代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました

横
山　
雅
人

新
風
会

未
来
に
つ
な
ぐ
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
少
子
化
対
策

２
０
２
４
年
の
三
島
市
の
出
生
者

数
は
５
１
８
人
。
10
年
前
と
比
較

し
て
３
２
４
人
減
少
し
た
。
少
子
化
は
政

府
の
想
定
よ
り
15
年
速
い
ペ
ー
ス
で
進
ん

で
い
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
本
市
の
少

子
化
対
策
を
伺
う
。

問

令
和
７
年
度
に
は
少
子
化
対
策
の

専
門
部
署
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

市
で
は
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
若
者
の
出

会
い
の
場
の
提
供
事
業
や
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
同
窓
会
開
催
事
業

費
補
助
金
事
業
等
を
、
各
方
面
の
皆
様
の

意
見
を
伺
い
、
民
間
団
体
と
も
連
携
す
る

中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

答

三
島
市
の
農
業
の
課
題
に
お
け
る
対
策

令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
る
米
問

題
、
野
菜
の
価
格
高
騰
等
で
市
民

の
家
計
が
逼
迫
し
て
い
る
。
農
業
を
取
り

巻
く
課
題
に
は
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
環
境
問
題
、
国
際
競

争
な
ど
が
あ
る
。
本
市
の
農
業
の
課
題
に

つ
い
て
の
対
策
を
伺
う
。

問

国
の
制
度
を
活
用
し
た
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
の
推
進
、
三
島

産
野
菜
の
魅
力
発
信
に
よ
る
フ
ァ
ン
を
増

や
す
取
り
組
み
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
農

業
用
施
設
の
整
備
な
ど
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
本
市
の
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
て
い
く
。

答

長
伏
公
園
整
備
計
画
の
全
体
像
は

長
伏
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
も
終
わ

り
、
第
１
期
工
事
と
し
て
大
型
複

合
遊
具
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
長

伏
公
園
整
備
計
画
の
全
体
像
を
伺
う
。

問

「
若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
楽
し
い

街
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る
都
市
公

園
を
目
指
す
。
今
後
策
定
す
る
整
備
構
想

を
基
に
児
童
公
園
の
刷
新
、
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
せ
る
施
設
、
健
康
増
進
を
図
る
施

設
、
若
者
が
楽
し
め
る
施
設
等
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
以
降
の
早
期
に
三
島
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
空
間
整
備
を
進
め
て
い
く
。

答

過
去
最
大
の
予
算
案
に
お
け
る
歳
入
の
評
価

市
の
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の

構
成
比
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
市
民
負
担
を
求
め
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
料
、
公
共
料
金
の
引
上
げ
を
示
唆

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
財
政
の
基
礎
体

力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
歳

入
に
対
し
て
の
評
価
を
伺
う
。

問

個
人
・
法
人
市
民
税
の
増
加
や
、

持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
の
展
開
に
伴
う
国
県
補
助
金
に

つ
い
て
は
事
業
費
に
合
わ
せ
増
加
を
見
込

ん
だ
結
果
、
過
去
最
大
に
な
っ
て
い
る
が
、

時
代
を
見
据
え
必
要
な
事
業
を
厳
選
す
る

中
で
、
見
込
ま
れ
る
財
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
編
成
し
て
い
る
。

答

歳
出
の
抑
制
に
よ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
事
業
へ
の
影
響
は

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
徹
底
し

た
経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

必
要
経
費
と
し
て
各
課
が
求
め
た
事
業
経

費
は
廃
止
、
凍
結
、
縮
小
と
査
定
段
階
で

大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
が
市

民
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。

問

各
所
属
の
要
求
に
対
し
、
今
行
う

べ
き
か
、
見
合
う
効
果
が
期
待
で

き
る
か
、
何
よ
り
市
民
の
為
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
か
を
整
理・精
査
し
編
成
し
た
。

事
業
執
行
に
あ
た
っ
て
は
職
員
の
成
す
べ

き
目
標
は
同
じ
で
あ
り
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

鋭
意
職
務
を
全
う
し
て
い
く
。

答

従
来
の
事
業
、新
規
事
業
に
お
け
る
補
助
金
の
あ
り
方

歳
出
面
は
徹
底
し
た
抑
制
と
し
つ

つ
も
、
商
工
業
振
興
事
業
は
約

６
７
０
０
万
円
も
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
他
団
体
と
の
共
同
で
圧
縮
は
可
能
で

あ
り
、
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
出
展
な
ど

無
用
と
考
え
て
い
る
。
交
流
と
に
ぎ
わ
い

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
、
ど
う
吟

味
し
検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

問

令
和
７
年
度
新
規
事
業
の
一
つ
で

あ
る
店
舗
魅
力
ア
ッ
プ
改
修
事
業

費
補
助
金
６
５
０
０
万
円
は
、
市
内
事
業

者
の
店
舗
改
修
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

支
援
す
る
も
の
で
、
日
頃
か
ら
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
国
の
交
付
金
を
活
用
で

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
業
化
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
。

答

持
続
的
な
発
展
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の
方
向
性

安
定
的
な
財
源
確
保
と
将
来
負
担

軽
減
は
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ

な
い
視
点
と
考
え
る
。
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
老
朽
化
す
る
公
共
施
設

の
改
修
更
新
が
控
え
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
が
想
定
さ
れ
る
な
か
、
財
源
確
保
と
市

債
の
抑
制
に
ど
う
努
め
て
い
く
の
か
。

問

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

を
は
じ
め
移
住
定
住
、
観
光
、
企

業
誘
致
な
ど
の
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推

進
し
、
自
主
財
源
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い

く
。
市
債
に
つ
い
て
は
、
適
債
性
を
判
断

し
つ
つ
国
や
県
の
補
助
制
度
を
最
大
限
活

用
す
る
中
で
、
で
き
る
限
り
起
債
額
を
減

少
さ
せ
る
よ
う
鋭
意
努
め
て
い
く
。

答

歳
を
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
整
備

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら

し
た
い
と
の
思
い
は
誰
も
が
持
つ

普
遍
的
な
願
い
で
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
誰

か
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
、
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
体
制
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

問

第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
認
知
症
対
応
型
生
活
介
護
と
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
2
施
設
を
整

備
予
定
で
あ
る
。要
支
援
、要
介
護
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
を
整
え
て
い
く
。

答

激
甚
化・頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
の
強
化

安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
備
え
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
昨
年
は

大
雨
の
影
響
に
よ
り
市
内
各
所
で
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
が
、
大
雨
等
の
水
害
か
ら

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

問

徳
倉
谷
戸
川
等
の
河
川
整
備
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
三

島
駅
北
口
等
の
浸
水
箇
所
で
は
、
流
域
等

の
調
査
を
行
い
有
効
な
対
策
を
検
討
す

る
。
加
え
て
、都
市
下
水
路
に
お
い
て
は
、

竹
ノ
下
ポ
ン
プ
場
の
設
備
改
築
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
徳
倉
都
市
下
水
路
で
も
浸

水
原
因
の
解
析
に
取
り
組
む
。

答

人
口
数
で
転
出
超
過
を
止
め
る
た
め
の
若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は

静
岡
県
の
人
口
数
は
転
出
超
過
で

全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位
、
三
島
市
も

転
出
超
過
が
止
ま
ら
な
い
が
、
若
い
世
代

に
三
島
市
に
来
て
も
ら
う
た
め
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
。
奨
学
金
返
還
返
済
補

助
制
度
や
移
住
就
業
支
援
制
度
な
ど
の
さ

ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問

本
市
は
移
住
先
と
し
て
の
人
気
は

高
い
が
若
年
層
の
人
口
流
出
が
続

い
て
い
る
た
め
、
奨
学
金
支
援
制
度
の
要

件
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
申
請
件
数
が
５
倍

以
上
に
増
加
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
移
住
就

業
支
援
制
度
で
も
拡
充
を
予
定
し
て
お
り
、

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に

向
け
て
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

答

有
益
な
観
光
振
興
策

観
光
交
流
に
よ
る
観
光
消
費
額
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
方
策
と
し
て

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
た
が
、

熱
海
市
・
函
南
町
・
三
島
市
の
枠
組
み
か

ら
広
が
り
が
見
え
な
い
中
、
御
殿
場
市
と

伊
豆
の
国
市
が
観
光
交
流
協
定
を
結
ん

だ
。
三
島
市
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

問

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
は
、
広
域
の

自
治
体
が
連
携
し
て
、
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
の
関
わ
り
の
創
出
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
指
す
事
業
で
あ
る
。
広
域
で

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
間
連
携
で

人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の

で
、
伊
豆
半
島
の
未
参
加
市
町
へ
の
情
報

提
供
に
よ
る
関
係
強
化
を
図
る
。

答

災
害
時
の
避
難
所
の
環
境
整
備

国
は
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
の
設
置
を
費
用

面
で
支
援
し
全
国
の
設
置
率
18.

９
％
か

ら
増
加
に
向
け
設
置
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
す

る
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
磐
田
市
は

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
全
30
校
の
設
置
完

了
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
三
島
市
の

状
況
を
伺
う
。

問

令
和
６
年
度
に
各
中
学
校
の
空
調

設
備
整
備
可
能
性
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
は
各
小
学
校
に

つ
い
て
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
関
係
各
課
と
調
査
結
果
を
共
有
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
、
今
後
、
計
画
的
な
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答

宮
下　
知
朗

新
未
来
21

服
部　
正
平

日
本
共
産
党
議
員
団
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